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１ ポートエッセイ  ― 移動通信システムの進化が暮らしと働き方を変える ― 

  ～ 日本港湾振興団体連合会会長（新潟市長） 中原 八一 ～ 

 

 

２ トピック 

 

●「日本海にぎわい・交流海道ネットワーク」の次期総会開催地が北海道稚内市に決定しました！ 

 （北海道開発局 港湾空港部 港湾計画課） 

 

●いしのまき港 探検ツアーを開催しました！ 

  （石巻市建設部河川港湾課） 

 

●「オンライン東京湾大感謝祭２０２１」を開催中！ 

 （関東地方整備局 港湾空港部） 

 

●「いみず希望の光プロジェクト」にて花火を打ち上げました 

（射水市産業経済部 港湾・観光課） 

 

●田子の浦港～伊豆大島 高速ジェット船特別ツアー 

（富士市産業政策課港湾振興室） 

 

  ●「オンライン神戸港ボート天国」で海洋環境整備事業をＰＲ 

（近畿地方整備局 港湾空港部 港政課） 

 

３ お知らせ 

◇イベント名：田子の浦ポートフェスタ2021 

 

  ◇イベント名：深日洲本ライナーの運航開始 

 

  ◇イベント名：「青山大介、谷川夏樹作品展、神戸みなと物語・アジアマザーポートへ」 
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１０年毎に進化していると言われる移動情報システムは、進化の度に私たちの暮らしや働き方に大き

く影響を与え、効率的で快適なサービスを提供している。 

通話やメールといったところから始まり、インターネットとしての機能の付加による検索機能のみなら

ず、ショッピングや決裁、動画配信、エンターテイメント関係など多種多様な利用の仕方へと進化してき

ており、インターネットトラヒックもこの進化とコロナ禍での在宅時間の増加とテレワークの普及によるデ

ジタル活用への転換と合わせて対前年比１５０％程増加をしているという。 

働き方の変化として、富士通㈱の取り組みが挙げられるテレワークの推進により出社率を１２％～１

３％にすることで、「通勤手当の廃止」や「単身赴任の解消」、「オフィス面積の半減」といった取り組みを

進めており、場所や時間の制約がない効率的な業務運営へと転換ができたとしている。 

これらを後押しするものとして「超高速・大容量」や「高信頼・低遅延」、「多数同時接続」の機能を持っ

た「５Ｇ（第５世代）」の移動通信システムの本格導入である。 

例えば、２時間の映画が３秒でダウンロードが可能であり、建設機械やロボットはリアルタイムで遠隔

化操作が可能となる。 

また、多くの人が集中する場所で生じる電波の繋がり難さにおいては、接続できる端末が増え、 loT

機器への同時接続も安定して利用できるようになる。 

「VR（仮想現実）・AR（拡張現実）コンテンツ」、「自動車関連技術」、「機械の遠隔操作」、「教育分野」、

「eスポーツ」などにおいて、リアリティを持つことが可能となり、ビジネスや教育、医療などの分野やエン

ターテイメントの分野で自宅や遠方に居ながら必要な情報をストレスなく得ることが可能となる。 

新潟市においては、９月に市の施設を活用して「５Ｇビジネスラボ」を開設し、新規事業の創出と既存

ビジネスの効率化に向けた環境を整え、取り組みを開始した。 

各地域において、様々な取り組みを進めていると思われるが、その成果が其々の地域経済、延いて

は日本経済の活力になることを期待し、また、私たちの暮らしや働き方に快適さを与えてくれることを期

待したいものです。 
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●「日本海にぎわい・交流海道ネットワーク」の次期総会開催地が北海道稚内市に決定しました！ 

（北海道開発局 港湾空港部 港湾計画課） 

  

令和３年１０月５日、「日本海にぎわい・交流海道ネットワーク令和３年度総会」が開催され、次期総

会開催地が北海道稚内市に決定しました。 

 「日本海にぎわい・交流海道ネットワーク」は、地理的、歴史的、経済的、文化的に相互に関係のある

日本海側沿岸の地域において、対岸諸国との交流をも踏まえた、港湾を活かした物流、観光及びレク

リエーション等の総合的なネットワークを形成し、交流の拡大、地域の国際化、国土の均衡ある発展を

支援することを目的としております。 

本総会では、はじめに、新潟市長の中原 八一氏よりビデオ形式にて代表挨拶をいただき、その後、

国土交通省 大臣官房技術参事官 遠藤 仁彦氏より来賓挨拶をいただきました。 

また、次期総会を北海道稚内市で開催することが決定し、稚内市長の工藤 広氏より「現地で皆様の

お越しを市民とともにお待ちしている」とご挨拶がありました。 

 ネットワーク会員各位が連携し、様々な事柄に継続的に取組み、それぞれの地域の活性化に寄与す

ることが期待されます。 

 

〇日本海にぎわい・交流海道ネットワークＨＰ http://www.nihonkai-nigiwai.com/ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次期開催地である稚内市長 工藤 広氏のご挨拶 

http://www.nihonkai-nigiwai.com/


 

●いしのまき港 探検ツアーを開催しました！ 

（石巻市建設部河川港湾課） 

 

令和３年８月４日（水）、石巻市、東松島市及び女川町の小学５、６年生の児童とその保護者を対象

に「いしのまき港 探検ツアー」を開催しました。今年で５回目となる本イベントでは、港湾立地企業様に

協力いただき、工場内の展望室から石巻港全体を見学しました。また、国土交通省東北地方整備局様

が所有する港湾業務艇「ひより」に乗船し海上から港湾施設を見学させていただきました。石巻港に隣

接する関係官公署様からは業務内容の紹介等を行っていただき、税関の業務内容の紹介では、麻薬

探知犬によるデモンストレーションがあり、薬物の臭いの付いたキャリーケースを嗅ぎ当てて職員に知

らせる様子が紹介されるなど、児童たちだけでなく保護者の方々も楽しんでいる姿が見られました。 

普段接することの少ない港に関する仕事や役割を子どもたちに知ってもらい、興味・関心を持ってい

ただくため、来年度以降も実施していきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真１）港湾業務艇に乗船し港内見学 

     （写真２）麻薬探知犬によるデモンストレーション 



 

●「オンライン東京湾大感謝祭２０２１」を開催中！ 

（関東地方整備局 港湾空港部） 

 

１０月１日（金）より、「オンライン東京湾大感謝祭２０２１」が開催されています。 

「東京湾大感謝祭」は、東京湾再生官民連携フォーラムのプロジェクト活動のひとつとして、都市に住

む市民や企業、団体と国や自治体がともに、海の再生を考え、行動するきっかけを提供する場として、

２０１３年より例年１０月に開催しており、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、昨年に続き、

今年もオンラインで開催することとなりました。 

今年は、東京湾再生官民連携フォーラムの活動報告のほか、海洋環境等に貢献する企業・団体の

取り組みの紹介、東京湾の再生に向けて、一人ひとりができることのヒントや情報など、様々なコンテン

ツを配信しており、関東地方整備局では、「カーボンニュートラルポート」や「第二海堡ツーリズム」の紹

介、清掃兼油回収船「べいくりん」の解説動画などをホームページ上で公開しております。 

また、１０月１６日（土）には、特別企画として「ＷＯＮＤＥＲ ＡＣＴＩＯＮ ＣＡＦＥ」と題し、東京湾に関する

トークショーなどのライブ配信を行いました。 

一部コンテンツは、２０２２年９月３０日までアーカイブ配信されますので、ぜひご覧ください！ 

 

「オンライン東京湾大感謝祭２０２１」ホームページ https://tokyobayfes.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://tokyobayfes.jp/


 

●「いみず希望の光プロジェクト」にて花火を打ち上げました 

（射水市産業経済部 港湾・観光課） 

 

新型コロナウイルス感染症の影響で中止となった「富山新港花火大会」の代替イベントとして、「いみ

ず希望の光プロジェクト」を令和３年９月１８日（土）に海王丸パークにて実施しました。新型コロナウイ

ルス感染症の収束祈願や、同日に成人式を迎えた若人への祝福等の意を込めて、約３００発の花火を

打ち上げました。感染拡大防止の観点から、無観客での開催となりましたが、市民の方が自宅付近で

楽しめるよう、大玉を中心とした構成で、色鮮やかな大輪が夜空を彩りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●田子の浦～伊豆大島 高速ジェット船特別ツアー 

（富士市産業政策部港湾振興室） 

 

１０月３日（日）、田子の浦港から伊豆大島を往復する高速ジェット船の日帰りツアーが催行されまし

た。東海汽船㈱が臨時便として企画したもので、田子の浦港からの運航は５年ぶり３回目となります。

約２００人の参加者は、快晴の富士山に見送られ、およそ１時間５０分で伊豆大島へ到着、現地のグル

メや観光を楽しみました。 

今回のツアーの成功を次につなげ、物流のみならず人流・交流の拠点としても港の利活用が推進さ

れるよう、引き続き事業者等と連携した取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●「オンライン神戸港ボート天国」で海洋環境整備事業をＰＲ 

（近畿地方整備局 港湾空港部 港政課） 

 

神戸市は古くから「みなと町・神戸」とよばれ、市の中心部にはメリケンパークや中突堤といった市民

が気軽に水辺に親しむことが出来るエリアがあります。 

そのエリアを中心に、市民に港や海・船への親しみを深めていただくとともに、海洋性スポーツの振

興と海事思想の普及や海難事故の防止啓発を目的に、平成２年から「神戸港ボート天国」が開催され、

神戸港で働く官公庁船艇などが一堂に会し、一般公開や体験航海を実施していました。 

しかし、昨年は新型コロナウイルス感染症の拡大により中止となり、今年もコロナウイルス感染症の

拡大状況が引き続いていることからオンラインでの開催となり、参加船舶が個々にオリジナル動画を制

作し、海の日である７月２２日（木）から８月３１日（火）まで専用ホームページで配信されました。 

当局神戸港湾事務所所属の海面清掃兼油回収船「Dr.海洋」と「クリーンはりま」も動画撮影にのぞみ、

「海洋環境整備事業に少しでも理解をいただきたい」との意気込みのもと、担当職員だけではなく、船長

・機関長も船について説明を行いました。 

船内見学に足を運んでいただけないのは残念でしたが、オンライン開催により神戸までお越しいただ

かなくても当局の船舶を楽しんでいただくことができ、有意義なイベントになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

撮影に臨む担当職員 手を振る乗組員 

専用ページに掲載された神戸港で活躍する船舶 
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◇イベント名：田子の浦ポートフェスタ2021 

【開催日時】令和３年１１月２１日（日）9:00～16:00 

【場 所】田子の浦港 

【概 要】例年大好評をいただいているポートフェスタ。今年は感染症対策のため、「帆船 

みらいへ」、「オーシャンプリンセス」、「水陸両用 KABA バス」の乗船体験の 

み、完全予約制で開催します。 

【問合せ先】富士市産業政策課港湾振興室 電話0545-55-2816 

【U R L】https://www.city.fuji.shizuoka.jp/sangyo/c0301/rn2ola0000013xdi.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇イベント名：深日洲本ライナーの運航開始 

【開催日時】令和３年１０月２３日～１１月２８日の土日祝日 

【場 所】兵庫県洲本市～大阪府岬町 

【概 要】自転車と一緒に乗船できる旅客船による１日４往復８便の運航 

      乗船予約受付は、１０月１３日（水）より開始 

      ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため全便運休しておりましたが、 

      １０月２３日（土）から運航を再開します。 

【問合せ先】深日港発券所（観光案内所「さんぽるた」）072-447-6202 

            洲本港発券所（洲本ポートターミナルビル内）0799-24-1525 

【U R L】https://fuke-sumotoliner.com/ 

 

 

https://www.city.fuji.shizuoka.jp/sangyo/c0301/rn2ola0000013xdi.html
https://fuke-sumotoliner.com/


 

 

◇イベント名：「青山大介、谷川夏樹作品展、神戸みなと物語・アジアのマザーポートへ」 

【開催日時】令和３年１０月２６日（火）～１２月１２日（日） 

【場 所】神戸海洋博物館２階企画展示室 

【概 要】兵庫県在住の画家・青山大介氏と谷川夏樹氏は、日本のコンテナポート発祥の地

である神戸港を舞台とした絵本制作と普及をめざす「神戸みなと物語アクト」を

展開している。今年は「アジアのマザーポートへ」と題し神戸港がアジアを代表

するコンテナポートへと成長し、その後阪神淡路大震災に直面しながらも復興し

ていく様子を画家目線で表現している。あわせて絵本用に描き下ろした絵画作品

と関連資料も展示する。 

【問合せ先】神戸海洋博物館 ０７８－３２７－８９８３ 

【U R L】https://kobe-maritime-museum.com 
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日本港湾振興団体連合会事務局  

〒105-0002 港区愛宕１－３－４  

TEL：03-5776-0630 FAX：03-5776-0631  

e-mail：bcf06323@nifty.com  
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